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深層学習を用いた気象状況判断プログラムの試作 

  

図１ 降雪あり・積雪あり（snowfall-snow cover）の未学習データ（左）とその認識結果（右） 

 

 

図２ 学習済みの modelを用いたリアルタイム気象状況判定のサンプルプログラム 

 

降雪・積雪状況に応じて融雪装置の発停を制御するため、カメラ画像から降雪・積雪の有無を判断す

るための手法について検討しました。ディープラーニングを用いて、降雪時や積雪時の画像を学習し、

適切に判断できることが分かりました。 

 

応募企業の旭日産業株式会社は、降雪時や積雪

時にカメラ画像から融雪装置の発停を制御する

システムを検討しています。現在は、赤外線の画

像を用いて昼夜を問わず状況を判断させていま

すが、雨や水たまりなどを雪として誤認識してし

まうことがあります。そのため、雪がない状況で

も運転をしていることがあり、無駄となっていま

した。 

そこで、本研究では、ディープラーニングを用

いて降雪あり・積雪あり（snowfall-snow cover）、

降雪なし・積雪あり（snow cover）、降雪なし・

積雪なし（no snow）の 3パターンの画像を用い

て学習を行い、カメラ画像の気象状況を判断する

ための手法について検討を行いました。 

ディープラーニングの学習には、NVIDIA 

DIGITSを用いました。学習の結果を用いて判定

を行ったところ、図１に示すように正しい認識結

果を得ました。さらに、この学習結果を用いて、

IP カメラの映像の気象状況をリアルタイムに判

定するサンプルプログラムを作成しました。図２

は、降雪あり・積雪ありの時の映像ですが、正し

く判定している結果を得ました。 

以上のようにディープラーニングを用いて降

雪・積雪状況を判断するための手法について示す

ことができました。 
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事業課題名「深層学習を用いた気象状況判断手法の試作」 

画面左上部の結果表示 

#1 | snowfall-snow cover | 99.942% 
#2 | snow cover | 0.033% 
#3 | no snow | 0.025% 
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＜用語解説＞ 

ディープラーニング：人間の脳内にある神経細胞

（ニューロン）とそのつながりを、数式的な 

モデルで表現したものをニューラルネットワー

クといいます。このニューラルネットワークを 

多段につなげた機械学習の手法をディープラー

ニングといいます。 

NVIDIA DIGITS：ディープラーニングのモデルを

学習するためのウェブアプリケーションソフト

です。NVIDIA社により、オープンソースとして

公開され、GUI 操作により簡単にディープラー

ニングの学習を行うことができます。 




